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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の通信装置と無線通信する通信装置において、
　前記通信装置からの指示により電源を切断する機能を前記他の通信装置が有するか否か
を、前記通信装置に判定させるための第１の情報を取得する第１の取得手段と、
　前記他の通信装置の動作モードを示す第２の情報を取得する第２の取得手段と、
　前記他の通信装置との無線通信を切断する場合に、前記第１の情報と前記第２の情報と
に応じて、前記他の通信装置に該無線通信の切断を指示すると共に前記他の通信装置の電
源の切断を指示することをユーザに通知する通知手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記他の通信装置との無線通信を切断する場合に、前記第１の情報と前記第２の情報と
に応じて、前記他の通信装置に該無線通信の切断を指示すると共に前記他の通信装置の電
源の切断を指示する指示手段を更に有することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記第１の情報に基づいて、前記他の通信装置が前記通信装置からの指示により電源を
切断する機能を有するか否かを判定する判定手段を更に有し、
　前記指示手段は、前記判定手段による判定結果と前記第２の情報とに応じて、前記他の
通信装置に前記無線通信の切断を指示すると共に前記他の通信装置の電源の切断を指示す
る
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　ことを特徴とする請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記判定手段により前記他の通信装置が前記通信装置からの指示により電源を切断する
機能を有さないと判定された場合には、前記指示手段は前記第２の情報に拘わらず、前記
他の通信装置の電源の切断を指示することなく、前記他の通信装置に前記無線通信の切断
を指示する
　ことを特徴とする請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記第１の情報とは、前記他の通信装置の機種を示す機種情報であることを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記第１の情報とは、前記他の通信装置が前記通信装置からの指示により電源を切断す
る機能を有するか否かを示す機能情報であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか
１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記第１の取得手段は、前記他の通信装置から無線通信により前記第１の情報を取得す
ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記第１の取得手段は、前記他の通信装置に対して前記第１の情報を要求し、当該要求
に応じて前記他の通信装置が送信した前記第１の情報を取得することを特徴とする請求項
１乃至７のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記第２の取得手段は、前記他の通信装置に対して前記第２の情報を要求し、当該要求
に応じて前記他の通信装置が送信した前記第２の情報を取得することを特徴とする請求項
１乃至８のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　他の通信装置と無線通信する通信装置において、
　当該通信装置が前記他の通信装置からの指示により電源を切断する機能を有するか否か
を前記他の通信装置に判定させるための第１の情報を前記他の通信装置に通知する第１の
通知手段と、
　前記通信装置の動作モードを示す第２の情報を前記他の通信装置に通知する第２の通知
手段と、
　前記他の通信装置から、前記通信装置と前記他の通信装置との通信の切断指示と共に前
記通信装置の電源切断の指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段により前記切断指示と前記電源切断の指示とを受け付けた場合に、前記他
の通信装置との間の通信を切断するとともに、前記通信装置の電源を切断する制御手段と
、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１１】
　通信装置において、
　前記他の通信装置においてユーザが所定のボタン押下により電源が投入されたことを示
す情報を当該他の通信装置から取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得した前記情報に応じた処理を行う処理手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１２】
　他の通信装置と無線通信する通信装置の制御方法において、
　前記通信装置からの指示により電源を切断する機能を前記他の通信装置が有するか否か
を、前記通信装置に判定させるための第１の情報を取得する第１の取得工程と、
　前記他の通信装置の動作モードを示す第２の情報を取得する第２の取得工程と、
　前記他の通信装置との無線通信を切断する場合に、前記第１の情報と前記第２の情報と
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に応じて、前記他の通信装置に該無線通信の切断を指示すると共に前記他の通信装置の電
源の切断を指示することをユーザに通知する通知工程と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１３】
　他の通信装置と無線通信する通信装置の制御方法において、
　当該通信装置が前記他の通信装置からの指示により電源を切断する機能を有するか否か
を前記他の通信装置に判定させるための第１の情報を前記他の通信装置に通知する第１の
通知工程と、
　前記通信装置の動作モードを示す第２の情報を前記他の通信装置に通知する第２の工程
手段と、
　前記他の通信装置から、前記通信装置と前記他の通信装置との通信の切断指示と共に前
記通信装置の電源切断の指示を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程において前記切断指示と前記電源切断の指示とを受け付けた場合に、前記
他の通信装置との間の通信を切断するとともに、前記通信装置の電源を切断する制御工程
と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１４】
　通信装置の制御方法において、
　前記他の通信装置においてユーザが所定のボタン押下により電源が投入されたことを示
す情報を当該他の通信装置から取得し、取得した前記情報に応じた処理を行う
　ことを特徴とする制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の通信装置として動作させる
ためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置間で電源制御可能な通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通信装置からの指示により他の通信装置の電源を切断させる技術があった。また
、他の通信装置が通信装置から電源の切断を指示された場合、当該他の通信装置が自身の
動作モードに応じて電源を切断する技術があった（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３２５１４５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、他の通信装置が、通信装置からの指示に応じて通信装置の電源を切断す
る機能を有するかどうかは、通信装置のユーザは知らない可能性がある。また、他の通信
装置が自身の動作モードに応じて電源を切断する場合、通信装置のユーザは本当に他の通
信装置の電源が切断されるかが分からない可能性がある。
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は、他の通信装置の電源切断可能な場合に、通信装
置で電源切断を指示できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の通信装置は、前記通信装置からの指示により電源を切断する機能を他の通信装
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置が有するか否かを、前記通信装置に判定させるための第１の情報を取得する第１の取得
手段と、前記他の通信装置の動作モードを示す第２の情報を取得する第２の取得手段と、
前記他の通信装置との無線通信を切断する場合に、前記第１の情報と前記第２の情報とに
応じて、前記他の通信装置に該無線通信の切断を指示すると共に前記他の通信装置の電源
の切断を指示することをユーザに通知する通知手段と、を有する。
【０００７】
　また、本発明の他の側面の通信装置は、当該通信装置が他の通信装置からの指示により
電源を切断する機能を有するか否かを前記他の通信装置に判定させるための第１の情報を
前記他の通信装置に通知する第１の通知手段と、前記通信装置の動作モードを示す第２の
情報を前記他の通信装置に通知する第２の通知手段と、前記他の通信装置から、前記通信
装置と前記他の通信装置との通信の切断指示と共に前記通信装置の電源切断の指示を受け
付ける受付手段と、前記受付手段により前記切断指示と前記電源切断の指示とを受け付け
た場合に、前記他の通信装置との間の通信を切断するとともに、前記通信装置の電源を切
断する制御手段と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、通信装置から他の通信装置の電源切断可能な場合に、通信装置で電源
切断を指示できる。また、通信装置が他の通信装置からの指示で電源切断可能な場合に、
電源切断に必要な情報を他の通信装置に通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ネットワーク構成を示す図。
【図２】スマートフォン１０１のハードウェア構成図。
【図３】スマートフォン１０１のソフトウェア機能ブロック図。
【図４】カメラ１０２のハードウェア構成図。
【図５】カメラ１０２のソフトウェア機能ブロック図。
【図６】スマートフォン１０１とカメラ１０２のシーケンスチャート。
【図７】スマートフォン１０１が実現するフローチャート。
【図８】カメラ１０２が実現するフローチャート。
【図９】カメラ１０２が実現するフローチャート。
【図１０】スマートフォン１０１が実現するフローチャート。
【図１１】スマートフォン１０１とカメラ１０２のシーケンスチャート。
【図１２】カメラ１０５のハードウェア構成図。
【図１３】カメラ１０５のソフトウェア機能ブロック図。
【図１４】スマートフォン１０１とカメラ１０５のシーケンスチャート。
【図１５】カメラ１０５が実現するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１に本実施形態に係る通信システムのネットワーク構成を示す。
【００１１】
　１０１は、通信装置の一例としてのスマートフォン（携帯電話）である。なお、スマー
トフォンに限らず、ＰＤＡ、ＰＣ、リモコン等の他の装置であってもよい。１０２は、ス
マートフォン０１の通信相手装置となる他の通信装置の一例としてのデジタルカメラ（以
下、カメラと称す）である。カメラ１０２は、スマートフォン１０１からの指示に応じて
カメラ１０２自身の電源をＯＦＦ（切断）にする機能を有している。なお、カメラに限ら
ず、プリンタやストレージ等の他の装置であってもよい。１０３は、無線ネットワーク（
無線ＮＷ）を構築するアクセスポイント（以下、ＡＰと称す）である。スマートフォン１
０１とカメラ１０２は、ＡＰ１０３が構築した無線ネットワークに参加し、ＡＰ１０３を
介して通信を行う（１１０）。１０５は、スマートフォン１０１の通信相手装置となる他
の通信装置の一例としてのデジタルカメラ（以下、カメラと称す）である。カメラ１０５
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は、スマートフォン１０１からの指示に応じてカメラ１０２自身の電源をＯＦＦ（切断）
にする機能を有していない。なお、カメラに限らず、プリンタやストレージ等の他の装置
であってもよい。
【００１２】
　本実施形態では、スマートフォン１０１、カメラ１０２、１０５およびＡＰ１０３は、
ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズのインフラストラクチャモードに準拠した通信を行うもの
として説明する。しかしながら、インフラストラクチャモードに限らず、スマートフォン
１０１とカメラ１０２／１０５とがＩＥＥＥ８０２．１１シリーズのアドホックモードに
準拠した直接通信を行ってもよい。また、スマートフォン１０１とカメラ１０２／１０５
のうちのいずれかがアクセスポイントとして動作し、スマートフォン１０１とカメラ１０
２／１０５とが直接通信するようにしてもよい。また、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔを利用
してスマートフォン１０１とカメラ１０２／１０５とが直接通信するようにしてもよい。
また、通信方式はＩＥＥＥ８０２．１１シリーズに限らず、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）やＩｒＤＡ、ＺｉｇＢｅｅ、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ）に準拠した通信方式であってもよい。
【００１３】
　図２に、スマートフォン１０１のハードウェア構成を示す。
【００１４】
　制御部２０１はＣＰＵ、または、ＭＰＵにより構成され、記憶部２０２に記憶されたプ
ログラムを実行することによりカメラ１０１全体を制御する。なお、制御部２０１が実行
しているＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）との協働によりスマートフォン１０
１全体を制御するようにしてもよい。記憶部２０２はＲＯＭ、ＲＡＭにより構成され、後
述する各種動作を行うためのプログラムや、通信パラメータ等の各種情報を記憶する。な
お、記憶部２０２として、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリの他に、フレキシブルディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＤＶＤなどの記憶媒体を用いてもよい。なお、記憶部２０２には
図３（ｂ）に示すようなデータが記憶されている。
【００１５】
　２０３はユーザインターフェース部（以下、ＵＩ）であり、各種情報の表示や、ユーザ
からの各種操作の受付を行う。ＵＩ２０３は不図示のメモリを備え、当該メモリを用いる
ことで後述する表示制御部３０５からの指定された情報を所定時間、継続して表示し続け
ることができる。２０４は通信部であり、ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズのインフラスト
ラクチャモードに準拠した無線通信を行う。
【００１６】
　図３（ａ）に、スマートフォン１０１の制御部２０１が記憶部２０２に記憶されている
プログラムを読み出すことで実現されるソフトウェア機能ブロックを示す。なお、図３に
示すソフトウェア機能ブロックの少なくとも一部をハードウェアにより実現してもよい。
【００１７】
　３０１は、通信部２０４を介して、記憶部２０２に予め記憶されている通信パラメータ
に基づいてＡＰ１０３と接続する接続部である。３０２は、通信部２０４を制御して、カ
メラを探索する探索部である。３０３は、通信部２０４を介して、カメラとの間で機種情
報および機能情報を共有する共有部である。ここで、機種情報とはスマートフォン１０１
とカメラの各々の機器名称や製造メーカ名、アプリケーションのバージョン情報、ユーザ
が機器に付けた名前等の情報である。また、機能情報とはスマートフォン１０１とカメラ
の各々が対応する機能名のリストである。なお、機能情報に、相手装置（スマートフォン
１０１にとってのカメラ、カメラにとってのスマートフォン１０１）から操作されるため
のコマンド情報を含めるようにしてもよい。
【００１８】
　３０４は、カメラの動作モードを取得する取得部である。３０５は、ＵＩ２０３を制御
して各種表示制御を行う表示制御部である。３０６は、カメラの動作モードを判定するモ
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ード判定部である。３０７は、カメラに対して通信の切断や、カメラの電源ＯＦＦを指示
する指示部である。３０８は、カメラとの通信を切断する切断部である。３０９は、カメ
ラが所定の機能を有するか否かを判定する判定部である。
【００１９】
　図４に、カメラ１０２のハードウェア構成を示す。
【００２０】
　制御部２０１はＣＰＵ、または、ＭＰＵにより構成され、記憶部２０２に記憶されたプ
ログラムを実行することによりカメラ１０１全体を制御する。なお、制御部２０１が実行
しているＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）との協働によりスマートフォン１０
１全体を制御するようにしてもよい。記憶部２０２はＲＯＭ、ＲＡＭにより構成され、後
述する各種動作を行うためのプログラムや、通信パラメータ等の各種情報を記憶する。な
お、記憶部２０２として、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリの他に、フレキシブルディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＤＶＤなどの記憶媒体を用いてもよい。
【００２１】
　４０３、４０４は互いに独立して設けられた接続ボタンである。４０３は第１の接続ボ
タン、４０４は第２の接続ボタンである。なお、いずれか一方または両方をタッチパネル
上のボタンや、表示画面上で選択可能なボタンとして構成してもよい。４０５は、カメラ
１０２の電源部である。４０６は、ユーザインターフェース部（以下、ＵＩ）であり、各
種情報の表示や、ユーザからの各種操作の受付を行う。４０７は通信部であり、ＩＥＥＥ
８０２．１１シリーズのインフラストラクチャモードに準拠した無線通信を行う。
【００２２】
　図５に、カメラ１０２の制御部４０１が記憶部４０２に記憶されているプログラムを読
み出すことで実現されるソフトウェア機能ブロックを示す。なお、図５に示すソフトウェ
ア機能ブロックの少なくとも一部をハードウェアにより実現してもよい。
【００２３】
　５０１は、電源部４０５を制御してカメラ１０２の電源状態を制御する電源制御部であ
る。５０２は、通信部４０６を介してスマートフォン１０１との接続処理を行う接続部で
ある。５０３は、通信部４０６を介してスマートフォン１０１を探索する探索部である。
５０４は、スマートフォン１０１との間で機種情報および機能情報を共有する共有部であ
る。５０５は、通信部４０６を介してスマートフォン１０１にカメラ１０２の動作モード
を通知するモード通知部である。５０６は、通信部４０６を介してスマートフォン１０１
から通信の切断指示を受け付ける切断指示受部である。５０７は、通信部４０６を介して
スマートフォン１０１との切断処理を行う切断部である。５０８は、記憶部４０２に記憶
された画像をＵＩ４０６上に再生する再生部である。
【００２４】
　次に、カメラ１０２が第１の動作モードで動作する場合について説明する。ここで、第
１の動作モードとは、カメラ１０２においてユーザが第１の接続ボタン４０３を押下した
ことで遷移する動作モードである。第１の動作モードでカメラ１０２とスマートフォン１
０１とが接続している間は、カメラ１０２のＵＩ４０６はユーザ操作（例えば、画像転送
指示）を受け付けない。なお、カメラ１０２の電源操作についてはこの限りではない。こ
こでは、カメラ１０２の電源がＯＦＦの状態である場合に、ユーザが第１の接続ボタン４
０３を押下するものとして説明する。
【００２５】
　図６に、カメラ１０２が第１の動作モードで動作する場合のシーケンスチャートを示す
。図７に、ユーザがスマートフォン１０１において無線接続を指示した場合（６０１）に
、制御部２０１が記憶部２０２に記憶されたプログラムを読み出すことで実現されるフロ
ーチャートを示す。また、図８に、ユーザがカメラ１０２において第１の接続ボタン４０
３を押下した場合（６０２）に、制御部４０１が記憶部４０２に記憶されたプログラムを
読み出すことで実現されるフローチャートを示す。
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【００２６】
　カメラ１０２において第１の接続ボタン４０３が押下されると、電源制御部５０１はカ
メラ１０２の電源をＯＮ（投入）する（６０３、Ｓ８０１）。そして、接続部５０２は記
憶部４０２に予め記憶されている通信パラメータに基づいてＡＰ１０３と接続し、ＡＰ１
０３が構築する無線ネットワーク（無線ＬＡＮ）にカメラ１０２を参加させる（６０４、
Ｓ８０２）。ここで通信パラメータには、ＡＰ１０３が構築する無線ネットワークの識別
情報（ＳＳＩＤ）、および、ＡＰ１０３との通信に用いる暗号鍵、暗号方式、認証鍵、認
証方式等の情報が含まれる。なお、ＡＰ１０３との接続に用いる通信パラメータを記憶部
４０２が記憶していない場合には、ＷＰＳ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ｓｅｔｕ
ｐ）等の通信パラメータを自動的に設定するためのシーケンスを開始し、通信パラメータ
の情報をＡＰ１０３から取得するようにしてもよい。また、ＵＩ４０６を介してユーザに
通信パラメータの入力を促すようにしてもよい。このようにして、ＡＰ１０３との接続に
用いる通信パラメータを記憶部４０２に記憶させることができる。
【００２７】
　一方、スマートフォン１０１においてＵＩ２０３を介してユーザにより無線接続が指示
されると、接続部３０１は記憶部２０２に予め記憶されている通信パラメータに基づいて
ＡＰ１０３と接続する。このようにしてスマートフォン１０１は、ＡＰ１０３が構築する
無線ネットワークに参加する（６０５）。なお、ＡＰ１０３との接続に用いる通信パラメ
ータを記憶部２０２が記憶していない場合には、ＷＰＳ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅ
ｄ　Ｓｅｔｕｐ）等の通信パラメータを自動的に設定するためのシーケンスを開始し、通
信パラメータの情報をＡＰ１０３から取得するようにしてもよい。また、ＵＩ２０３を介
してユーザに通信パラメータの入力を促すようにしてもよい。このようにして、ＡＰ１０
３との接続に用いる通信パラメータを記憶部４０２に記憶させることができる。
【００２８】
　その後、ＵＩ２０３を介してユーザによりカメラ１０２との接続が指示されると（６０
６）、探索部３０２はカメラ１０２の探索を開始する（６０７、Ｓ７０１）。具体的には
、ＵＰｎＰ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｐｌｕｇ　ａｎｄ　Ｐｌａｙ）で規定されたＳＳＤＰ
（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に準拠した
探索信号を送信することで、探索部３０２はカメラ１０２を探索する。なお、ＳＳＤＰに
加えて、もしくは、ＳＳＤＰに代えて、Ｂｏｎｊｏｕｒで規定されたｍＤＮＳに準拠した
探索信号を送信することでカメラ１０２を探索するようにしてもよい。
【００２９】
　なお、所定時間内にカメラ１０２が検出されなかった場合、当該探索処理はエラーとし
て終了し、エラー終了したことをユーザに通知するものとする。また、当該探索処理では
、電源が投入され、無線接続を指示されたカメラを探索するものとする。
【００３０】
　一方、カメラ１０２はＡＰ１０３と接続すると、スマートフォン１０１と接続するため
の処理（Ｓ８０３）を行う。スマートフォン１０１と接続するための処理（Ｓ８０３）の
詳細を、図９に示す。
【００３１】
　まず、探索部５０３はスマートフォン１０１を探索する（６０８、Ｓ９０１）。具体的
には、ＳＳＤＰに準拠した探索信号、および、ｍＤＮＳに準拠した探索信号の双方を送信
することで、探索部５０３はスマートフォン１０１を探索する。なお、双方の探索信号を
必ずしも送信する必要はなく、次のように送信する探索信号を決めてもよい。即ち、スマ
ートフォン１０１の機種情報に基づいてスマートフォン１０１がＳＳＤＰとｍＤＮＳのい
ずれに対応しているかを判定する。そして、対応していると判定されたプロトコルに準拠
した探索信号を送信し、対応していないと判定されたプロトコルに準拠した探索信号を送
信しないようにする。この場合、スマートフォン１０１の機器情報は予め記憶部４０２に
記憶されているものとする。これにより、スマートフォン１０１が対応していないプロト
コルに準拠した探索信号が送信されないので、無線資源の浪費を抑えると共に、カメラ１
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０２の処理負荷を減らすことができる。
【００３２】
　そして、スマートフォン１０１とカメラ１０２とが互いに検出し合うと（Ｓ７０２　Ｙ
ｅｓ、Ｓ９０２　Ｙｅｓ）、スマートフォン１０１とカメラ１０２とは互いの機種情報を
共有する（６０９、Ｓ７０３、Ｓ９０３）。スマートフォン１０１においては、共有部３
０３がカメラ１０２に対して機器情報を要求し、当該要求に対するカメラ１０２からの応
答としてカメラ１０２の機種情報を取得する。また、カメラ１０２においては、共有部５
０４がスマートフォン１０１に対して機器情報を要求し、当該要求に対するスマートフォ
ン１０１からの応答としてスマートフォン１０１の機種情報を取得する。
【００３３】
　機種情報を共有すると更に、スマートフォン１０１とカメラ１０２とは互いの機能情報
を共有する（６１０、Ｓ７０４、Ｓ９０４）。スマートフォン１０１においては、共有部
３０３がカメラ１０２に対して機能情報を要求し、当該要求に対するカメラ１０２からの
応答としてカメラ１０２の機能情報を取得する。また、カメラ１０２においては、共有部
５０４がスマートフォン１０１に対して機能情報を要求し、当該要求に対するスマートフ
ォン１０１からの応答としてスマートフォン１０１の機能情報を取得する。
【００３４】
　このようにして、スマートフォン１０１とカメラ１０２との間の接続が確立される（６
１１）。なお、接続が完了するとカメラ１０２では図９に示すフローチャートを終了し、
図８のＳ８０４に進む。
【００３５】
　接続が完了すると、スマートフォン１０１の機能判定部３０９は、カメラ１０２がスマ
ートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切断する機能を有するか否
かを判定する（Ｓ７０５）。ここでは、機種情報に基づき、所定の機器名称を有し、所定
のバージョン以上であれば、カメラ１０２がスマートフォン１０１からの指示によりカメ
ラ１０２自身の電源を切断する機能を有すると判定する。しかしこれに限らず、機能情報
に、カメラ１０２がスマートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切
断する機能が含まれているか否かによって判定するようにしてもよい。
【００３６】
　カメラ１０２がスマートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切断
する機能を有ると判定された場合（Ｓ７０５　Ｙｅｓ）、モード取得部３０４は、カメラ
１０２からの動作モードを取得する（６１２、Ｓ７０６）。ここでは、カメラ１０２のモ
ード通知部５０５が、カメラ１０２が第１の動作モードで動作していることをスマートフ
ォン１０１に通知し（Ｓ８０４）、モード取得部３０４は、カメラ１０２が第１の動作モ
ードで動作していることを示す情報を取得する（Ｓ７０６）。そして、表示制御部３０５
はＵＩ２０３にカメラ１０２と間の通信を切断する切断ボタン（ここでは、アイコン）を
表示（提示）させる（６１３、Ｓ７０７）。ユーザは、この切断ボタンを操作することで
、図６の６１１において確立されたスマートフォン１０１とカメラ１０２との間の接続を
切断させることができる。
【００３７】
　一方、スマートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切断する機能
を有さないと判定された場合（Ｓ７０５　Ｎｏ）には、モード取得部３０４によるカメラ
の動作モードの取得と、表示制御部３０５による切断ボタンの表示は行われない。
【００３８】
　次に、ＵＩ２０３に表示されている切断ボタンが操作された場合について、図６、８お
よび１０を用いて説明する。図１０は、ＵＩ２０３に表示されている切断ボタンが操作さ
れた場合に、制御部２０１が記憶部２０２に記憶されたプログラムを読み出すことで実現
されるフローチャートである。
【００３９】
　ユーザにより切断ボタンが操作されると（６１４）、モード判定部３０６はカメラ１０
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２の動作モードが、第１の動作モードであるか否かを判定する（Ｓ１００１）。第１の動
作モードである場合には（Ｓ１００１　Ｙｅｓ）、表示制御部３０５はＵＩ２０３を介し
て、カメラ１０２の電源をＯＦＦにしてよいかをユーザに問い合わせる（６１５、Ｓ１０
０２）。具体的には、ＵＩ２０３に、「カメラの電源をＯＦＦにしてもよろしいですか　
〔はい〕〔いいえ〕」といった確認メッセージが表示される。ここで、「いいえ」が選択
された場合、即ち、カメラ１０２の電源をＯＦＦにすることをユーザから許可されなかっ
た場合には（Ｓ１００３　Ｎｏ）、切断ボタンが押下される前の状態に戻り、カメラ１０
２との間の通信を継続する（Ｓ１００４）。
【００４０】
　一方、「はい」が選択された場合、即ち、カメラ１０２の電源をＯＦＦにすることがユ
ーザから許可された場合（６１６、Ｓ１００２　Ｙｅｓ）、指示部３０７はカメラ１０２
に対して図６の６１１において確立された接続の切断を指示すると共に電源ＯＦＦを指示
する。具体的には、指示部３０７は、カメラ１０２の電源ＯＦＦ（電源切断）を指示する
情報を含んだ所定の切断要求メッセージをカメラ１０２に対して送信する（６１７、Ｓ１
００５）。そして、指示部３０７は切断要求メッセージに対するカメラ１０２からの応答
を待受ける（Ｓ１００６）。
【００４１】
　スマートフォン１０１から送信された切断要求メッセージは、カメラ１０２の切断指示
受部５０６により受信される（図８　Ｓ８０５　Ｙｅｓ）。切断要求メッセージを受信す
ると、切断指示受部５０６は切断要求メッセージに対する応答信号である切断応答メッセ
ージを送信する（６１８、Ｓ８０６）。そして、切断部５０７はスマートフォン１０１と
の間の接続を切断する（６１９、Ｓ８０７）。続いて切断部５０７は、ＡＰ１０３が構築
している無線ネットワークからカメラ１０２を離脱させる（６２０、Ｓ８０８）。そして
、切断指示受部５０６は受信した切断要求メッセージにカメラ１０２の電源ＯＦＦを指示
する情報が含まれているか否かを判定する（Ｓ８０９）。該判定の結果、電源ＯＦＦを指
示する情報が含まれていると判定された場合（Ｓ８０９　Ｙｅｓ）、電源制御部５０１は
カメラ１０２の電源をＯＦＦにして（６２１、Ｓ８１０）図８に示す処理を終了する。一
方、電源ＯＦＦを指示する情報が含まれていないと判定された場合（Ｓ８０９　Ｎｏ）、
再生部５０８がカメラ１０２のＵＩ４０３に記憶部４０２に記憶された画像を表示する画
像再生モードに遷移する（Ｓ８１１）。このような場合には、電源制御部５０１はカメラ
１０２の電源をＯＦＦにしない。
【００４２】
　一方、カメラ１０２から送信された切断応答メッセージは、スマートフォン１０１の指
示部３０７により受信される（図１０　Ｓ１００７　Ｙｅｓ）。そして、切断部３０８は
カメラ１０２との間の接続の切断処理を行う（６２２、Ｓ１００８）。
【００４３】
　なお、切断要求メッセージを送信してから所定時間経過しても切断応答メッセージが受
信されなかった場合（Ｓ１００７　Ｎｏ）には、表示制御部３０５はＵＩ２０３にエラー
メッセージを表示させる（Ｓ１００９）。ここで、切断応答メッセージを受信しない場合
は、例えば、カメラ１０２からの切断応答メッセージが無線通信のエラーにより受信でき
ない場合に生じる。また、カメラ１０２が無線通信のエラーにより切断要求メッセージを
受信できない場合にも生じる。エラーメッセージを表示した後は、切断ボタンが押下され
る前の状態に戻り、カメラ１０２との間の通信を継続する（Ｓ１００４）。
【００４４】
　このようにして、カメラ１０２においてユーザが第１の接続ボタン４０３を押下したこ
とでカメラ１０２とスマートフォン１０１とが無線接続した場合には、カメラ１０２とス
マートフォン１０１とが切断したことに応じてカメラ１０２の電源を切断できる。
【００４５】
　なお、上記では、カメラ１０２の電源がＯＦＦの状態である場合に、ユーザが第１の接
続ボタン４０３を押下するものとして説明した。カメラ１０２の電源がＯＦＦの状態では
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ない（電源ＯＮである）時に、ユーザが第１の接続ボタン４０３を押下した場合には、カ
メラ１０２では図８のＳ８０２からフローチャートが進行する。
【００４６】
　従って、カメラ１０２の電源がＯＮである場合であってもユーザが第１の接続ボタン４
０３を押下したことでカメラ１０２とスマートフォン１０１とが無線接続した場合には、
当該無線接続の切断に応じてカメラ１０２の電源は切断される。これによって、例えば、
ユーザが第１の接続ボタン４０３を押下した後にカメラ１０２をカバンの中にしまったと
しても、スマートフォン１０１との切断に応じて自動的に電源をＯＦＦにするので、カメ
ラ１０２のバッテリーを浪費してしまうことを防止できる。
【００４７】
　ここで、スマートフォン１０１とカメラ１０２との間で通信が確立されている際に、ス
マートフォン１０１において通信の強制終了が行われた場合について説明する。なお、通
信の強制終了は、スマートフォン１０１においてカメラ１０２との通信に用いるアプリケ
ーションの終了指示や、スマートフォン１０１の無線部の停止指示、スマートフォン１０
１の電源ＯＦＦ操作等が為された場合に生じる。
【００４８】
　スマートフォン１０１において通信が強制終了されると、指示部３０７はカメラ１０２
に対して図６の６１１において確立された接続の切断を指示する。具体的には、指示部３
０７は、カメラ１０５は切断メッセージ（ここでは、ＵＰｎＰもしくはｍＤＮＳで規定さ
れたｂｙｅｂｙｅメッセージ）をカメラ１０２に対して送信する。そして、切断部３０８
はカメラ１０２との間の接続の切断処理を行う。
【００４９】
　一方、カメラ１０２の切断部５０７は、スマートフォン１０１からの切断メッセージを
受信すると（Ｓ８１２）、スマートフォン１０１との間の接続を切断する（Ｓ８１３）。
続いて切断部５０７は、ＡＰ１０３が構築している無線ネットワークからカメラ１０２を
離脱させる（Ｓ８１４）。そして、切断部５０７はＵＩ４０６を介してユーザにスマート
フォン１０１との通信が切断したことを通知する（Ｓ８１５）。
【００５０】
　その後、電源制御部５０１は、所定時間内にカメラ１０２に対するユーザ操作があった
か否かを判定する（Ｓ８１６）。所定時間内にユーザ操作があった場合には（Ｓ８１６　
Ｙｅｓ）、カメラ１０２は電源ＯＦＦになることなく、再生部５０８がカメラ１０２のＵ
Ｉ４０６に記憶部４０２に記憶された画像を表示する画像再生モードに遷移する（Ｓ８１
７）。一方、所定時間内にユーザ操作があった場合には（Ｓ８１６　Ｙｅｓ）、電源制御
部５０１はカメラ１０２の電源をＯＦＦにして（Ｓ８１７）、図８に示す処理を終了する
。
【００５１】
　次に、カメラ１０２が第２の動作モードで動作する場合について説明する。ここで、第
２の動作モードとは、カメラ１０２においてユーザが第２の接続ボタン４０４（第１の接
続ボタン４０３とは異なる）を押下したことで遷移する動作モードである。第２の接続ボ
タン４０４は、第１の接続ボタン４０３とは異なり、カメラ１０２の電源がＯＦＦの状態
である場合には押下できないものとする。ここで、押下できないとは、第２の接続ボタン
４０３が仮に押下されたとしても、押下されたとカメラ１０２が判断しないことを意味す
る。しかし、これに限らず、物理的に第２の接続ボタンを押下できないようロックしても
よい。また、第２の動作モードでカメラ１０２とスマートフォン１０１とが接続している
間は、第１の動作モードとは異なり、カメラ１０２のＵＩ４０６は各種ユーザ操作を受け
付ける。例えば、第２の動作モードでカメラ１０２とスマートフォン１０１とが接続して
いる間は、ユーザはカメラ１０２を操作して、カメラ１０２からスマートフォン１０１へ
所定の画像（動画、静止画を含む）を転送することができる。
【００５２】
　図１１に、カメラ１０２が第２の動作モードで動作する場合のシーケンスチャートを示
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す。スマートフォン１０１およびカメラ１０２は、上述した図７～１０のフローチャート
に沿って動作する。但し、第２の動作モードで動作する場合、カメラ１０２は既に電源Ｏ
Ｎの状態であるので、カメラ１０２は図８に示すＳ８０２からのフローチャートに沿って
動作する。以下、図１１に加え、図７～１０を適宜参照しながら説明する。
【００５３】
　カメラ１０２において第２の接続ボタン４０４がユーザにより押下されると（１１０１
）、接続部５０２は記憶部４０２に予め記憶されている通信パラメータに基づいてＡＰ１
０３と接続する。このようにしてカメラ１０２は、ＡＰ１０３が構築する無線ネットワー
クに参加する（Ｓ８０２、１１０２）。そして、スマートフォン１０１との接続処理に進
み（図９を参照するＳ８０３）、探索部５０３はスマートフォン１０１を探索する（Ｓ９
０１、１１０３）。
【００５４】
　また、スマートフォン１０１においてＵＩ２０３を介してユーザにより無線接続が指示
されると（１１０４）、接続部３０１は記憶部２０２に予め記憶されている通信パラメー
タに基づいてＡＰ１０３と接続する。このようにしてスマートフォン１０１は、ＡＰ１０
３が構築する無線ネットワークに参加する（１１０５）。その後、ＵＩ２０３を介してユ
ーザによりカメラ１０２との接続が指示されると（１１０６）、探索部３０２はカメラ１
０２の探索を開始する（Ｓ７０１、１１０７）。
【００５５】
　そして、スマートフォン１０１とカメラ１０２とが互いに検出し合うと（Ｓ７０２　Ｙ
ｅｓ、Ｓ９０２　Ｙｅｓ）、スマートフォン１０１とカメラ１０２とは互いの機種情報を
共有する（Ｓ７０３、Ｓ９０３、１１０８）。機種情報を共有すると更に、スマートフォ
ン１０１とカメラ１０２とは互いの機能情報を共有する（Ｓ７０４、Ｓ９０４、１１０９
）。
【００５６】
　このようにして、スマートフォン１０１とカメラ１０２との間の接続が確立される（１
１１０）。なお、接続が完了するとカメラ１０２では図９に示すフローチャートを終了し
、図８のＳ８０４に進む。
【００５７】
　接続が完了すると、スマートフォン１０１の機能判定部３０９は、カメラ１０２がスマ
ートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切断する機能を有するか否
かを判定する（Ｓ７０５）。カメラ１０２がスマートフォン１０１からの指示によりカメ
ラ１０２自身の電源を切断する機能を有ると判定された場合（Ｓ７０５　Ｙｅｓ）、モー
ド取得部３０４は、カメラ１０２からの動作モードを取得する（Ｓ７０６、１１１１）。
ここでは、カメラ１０２がスマートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電
源を切断する機能を有ると判定される。そして、カメラ１０２のモード通知部５０５が、
カメラ１０２が第２の動作モードで動作していることをスマートフォン１０１に通知し（
Ｓ８０４）、モード取得部３０４は、カメラ１０２が第２の動作モードで動作しているこ
とを示す情報を取得する（Ｓ７０６）。更に、表示制御部３０５はＵＩ２０３にカメラ１
０２と間の通信を切断する切断ボタンを表示させる（Ｓ７０７、１１１２）。ユーザは、
この切断ボタンを操作することで、図６の６１１において確立されたスマートフォン１０
１とカメラ１０２との間の接続を切断させることができる。
【００５８】
　その後、ユーザにより切断ボタンが操作されると（１１１３）、モード判定部３０６は
カメラ１０２の動作モードが、第１の動作モードであるか否かを判定する（Ｓ１００１）
。ここでは第１の動作モードではないので（Ｓ１００１　Ｎｏ）、表示制御部３０５はＵ
Ｉ２０３を介して、カメラ１０２と切断してよいかをユーザに問い合わせる（Ｓ１０１０
、１１１４）。具体的には、ＵＩ２０３に、「カメラと切断してもよろしいですか　［は
い］［いいえ］」といった確認メッセージが表示される。
【００５９】
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　このように、カメラ１０２が第１の動作モードである場合には、カメラ１０２の電源を
ＯＦＦにしてよいかをユーザに問い合わせるのに対し、カメラ１０２が第２の動作モード
である場合には、カメラ１０２と切断してよいかをユーザに問い合わせる。即ち、カメラ
１０２が第２の動作モードである場合には第１の動作モードの場合とは異なり、カメラ１
０２の電源に関する問合せをスマートフォン１０１は行わない。
【００６０】
　ここで、「いいえ」が選択された場合、即ち、カメラ１０２との切断をユーザから許可
されなかった場合には（Ｓ１０１１　Ｎｏ）、切断ボタンが押下される前の状態に戻り、
カメラ１０２との間の通信を継続する（Ｓ１００４）。
【００６１】
　一方、「はい」が選択された場合、即ち、カメラ１０２との切断がユーザから許可され
た場合（Ｓ１０１１　Ｙｅｓ、１１１５）、指示部３０７はカメラ１０２に対して図６の
６１１において確立された接続の切断を指示する。具体的には、指示部３０７は切断要求
メッセージをカメラ１０２に対して送信する。ここで、当該切断要求メッセージには、カ
メラ１０２の電源ＯＦＦ（電源切断）を指示する情報は含まれない。そして、指示部３０
７は切断要求メッセージに対するカメラ１０２からの応答を待受ける（Ｓ１００６）。
【００６２】
　スマートフォン１０１から送信された切断要求メッセージは、カメラ１０２の切断指示
受部５０６により受信される（図８　Ｓ８０５　Ｙｅｓ）。切断要求メッセージを受信す
ると、切断指示受部５０６は切断要求メッセージに対する応答信号である切断応答メッセ
ージを送信する（Ｓ８０６、１１１７）。そして、切断部５０７はスマートフォン１０１
との間の接続を切断する（Ｓ８０７、１１１８）。続いて切断部５０７は、ＡＰ１０３が
構築している無線ネットワークからカメラ１０２を離脱させる（Ｓ８０８、１１１９）。
【００６３】
　そして、切断指示受部５０６は受信した切断要求メッセージにカメラ１０２の電源ＯＦ
Ｆを指示する情報が含まれているか否かを判定する（Ｓ８０９）。ここでは、電源ＯＦＦ
を指示する情報が含まれていないので（Ｓ８０９　Ｎｏ）、再生部５０８がカメラ１０２
のＵＩ４０３に記憶部４０２に記憶された画像を表示する画像再生モードに遷移する（Ｓ
８１１）。この際、電源制御部５０１はカメラ１０２の電源をＯＦＦにしない。
【００６４】
　一方、カメラ１０２から送信された切断応答メッセージは、スマートフォン１０１の指
示部３０７により受信される（図１０　Ｓ１００７　Ｙｅｓ）。そして、切断部３０８は
カメラ１０２との間の接続の切断処理を行う（６２２、Ｓ１００８）。
【００６５】
　このようにして、カメラ１０２においてユーザが第２の接続ボタン４０４を押下したこ
とでカメラ１０２とスマートフォン１０１とが無線接続した場合には、カメラ１０２とス
マートフォン１０１とが切断してもカメラ１０２の電源を切断しない。第２の動作モード
でカメラ１０２とスマートフォン１０１とが接続している間は、第１の動作モードとは異
なり、カメラ１０２のＵＩ４０６は各種ユーザ操作を受け付ける。従って、接続中にユー
ザがカメラ１０２を操作し、切断後もユーザはカメラ１０２を操作し続ける可能性がある
。このような場合には、カメラ１０２とスマートフォン１０１とが切断してもカメラ１０
２の電源を切断しないので、カメラ１０２のユーザの利便性を向上させることができる。
【００６６】
　上記では、スマートフォン１０１からの指示によりカメラの電源を切断する機能を有す
るカメラ１０２とスマートフォン１０１との間のシーケンスについて説明した。次に、ス
マートフォン１０１からの指示によりカメラの電源を切断する機能を有していないカメラ
１０５とスマートフォン１０１との間のシーケンスについて説明する。
【００６７】
　カメラ１０５のハードウェア構成を図１２に示す。制御部１２０１は制御部４０１と、
記憶部１２０２は記憶部４０２と、ＵＩ１０２３はＵＩ４０６と、通信部１２０４は通信
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部４０７と各々同様の動作を行うので、ここでは説明を省略する。
【００６８】
　カメラ１０５のソフトウェアブロック図を図１３に示す。接続部１３０１は接続部５０
２と、探索部１３０２は探索部５０３と、共有部１３０３は共有部５０４と、切断部１３
０４は切断部５０７と、再生部１３０５は再生部５０８と各々同様の動作を行う。
【００６９】
　図１４に、スマートフォン１０１からの指示によりカメラの電源を切断する機能を有し
ていないカメラ１０５とスマートフォン１０１との間のシーケンスチャートを示す。スマ
ートフォン１０１は、上述した図７、１０のフローチャートに沿って動作する。カメラ１
０２は、上述した図８に代えて図１５のフローチャートに沿って動作する。以下、図１４
に加えて、図７、９、１０、１５を適宜参照しながら説明する。
【００７０】
　図１５は、カメラ１０５においてユーザから無線接続が指示された場合（１４０１）に
、制御部４０１が記憶部４０２に記憶されたプログラムを読み出すことで実現されるフロ
ーチャートである。
【００７１】
　カメラ１０５のＵＩ１２０３を介してユーザにより無線接続が指示されると（１４０１
）、接続部１３０１は記憶部１２０２に予め記憶されている通信パラメータに基づいてＡ
Ｐ１０３と接続する。このようにしてカメラ１０５は、ＡＰ１０３が構築する無線ネット
ワークに参加する（１４０２、Ｓ１５０１）。そして、スマートフォン１０１との接続処
理に進む（Ｓ１５０２）。Ｓ１５０２における処理の詳細を図９に示す。カメラ１０５の
接続処理として、まず、探索部１３０２はスマートフォン１０１を探索する（Ｓ９０１、
１４０３）。
【００７２】
　また、スマートフォン１０１においてＵＩ２０３を介してユーザにより無線接続が指示
されると（１４０４）、接続部３０１は記憶部２０２に予め記憶されている通信パラメー
タに基づいてＡＰ１０３と接続する。このようにしてスマートフォン１０１は、ＡＰ１０
３が構築する無線ネットワークに参加する（１４０５）。その後、ＵＩ２０３を介してユ
ーザによりカメラ１０２との接続が指示されると（１４０６）、探索部３０２はカメラ１
０２の探索を開始する（Ｓ７０１、１４０７）。
【００７３】
　そして、スマートフォン１０１とカメラ１０５とが互いに検出し合うと（Ｓ７０２　Ｙ
ｅｓ、Ｓ９０２　Ｙｅｓ）、スマートフォン１０１とカメラ１０５とは互いの機種情報を
共有する（Ｓ７０３、Ｓ９０３、１４０８）。機種情報を共有すると更に、スマートフォ
ン１０１とカメラ１０５とは互いの機能情報を共有する（Ｓ７０４、Ｓ９０４、１４０９
）。
【００７４】
　このようにして、スマートフォン１０１とカメラ１０２との間の接続が確立される（１
４１０）。なお、接続が完了するとカメラ１０５では図９に示すフローチャートを終了し
、図１５のＳ１５０３に進む。
【００７５】
　接続が完了すると、スマートフォン１０１の機能判定部３０９は、カメラ１０５がスマ
ートフォン１０１からの指示によりカメラ１０２自身の電源を切断する機能を有するか否
かを判定する（Ｓ７０５）。ここでは、当該機能を有しないと判定され（Ｓ７０５　Ｎｏ
）、モード取得部３０４によるカメラの動作モードの取得と、表示制御部３０５による切
断ボタンの表示は行われない。
【００７６】
　その後、スマートフォン１０１において通信が強制終了されると、指示部３０７はカメ
ラ１０５に対して図１４の１４１０において確立された接続の切断を指示する。具体的に
は、指示部３０７は、カメラ１０５は切断メッセージ（ここでは、ＵＰｎＰもしくはｍＤ
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）。ここで、当該切断要求メッセージには、カメラ１０５の電源ＯＦＦ（電源切断）を指
示する情報は含まれない。そして、切断部３０８はカメラ１０５との間の接続の切断処理
を行う（１４１３）。
【００７７】
　なお、通信の強制終了は、スマートフォン１０１においてカメラ１０５との通信に用い
るアプリケーションの終了指示や、スマートフォン１０１の無線部の停止指示、スマート
フォン１０１の電源ＯＦＦ操作等が為された場合に生じる。
【００７８】
　一方、カメラ１０５の切断部１３０４は、スマートフォン１０１からの切断メッセージ
を受信すると（１４１４）、スマートフォン１０１との間の接続を切断する（Ｓ１５０３
、１４１５）。続いて切断部１３０４は、ＡＰ１０３が構築している無線ネットワークか
らカメラ１０５を離脱させる（Ｓ１５０４、１４１６）。そして、切断部１３０４はＵＩ
１２０３を介してユーザにスマートフォン１０１との通信が切断したことを通知する（Ｓ
１５０５）。そして、カメラ１０５は電源ＯＦＦになることなく、再生部１３０５がカメ
ラ１０５のＵＩ１２０３に記憶部１２０２に記憶された画像を表示する画像再生モードに
遷移する（Ｓ１５０６）。
【００７９】
　上述のようにして、スマートフォン１０１からの指示によりカメラの電源を切断する機
能を有していないカメラ１０５に対しては、スマートフォン１０１は電源ＯＦＦを指示し
ない。これにより、カメラ１０５が対応していない機能に関する指示されることによって
生じる可能性のある不具合を回避することができる。
【００８０】
　本発明は、上述した１つ乃至複数のうちのいくつかの効果を有する。
【符号の説明】
【００８１】
　１０１　スマートフォン
　１０２　カメラ
　１０３　ＡＰ
　１０５　カメラ
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【図１３】 【図１４】
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